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本体工事

炎厚なお厳しい折柄、稲葉ダム近隣地区の皆様におかれましてはご健勝のことと

思います。平素はダム建設工事に格段のご理解とご協力を頂き有難うございます。

当工事におきましては、本体工事、残土処理場工事、貯水池対策工事の１工区に

続き、７工区の工事もスタートしました。

７月末現在で、約５３,０００m3

打設完了しました。

（全体打設量２２万m3）
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夏期現場休暇予定
・ダム本体工事 （鹿島・大林・さとうJV） 8月13日（土）～8月17日（水）

･貯水池対策（１工区）工事（大成･梅林・菅組JV） 8月13日（土）～8月17日（水）
･貯水池対策（２工区）工事（橋本・大広JV） 8月12日（金）～8月16日（火） 貯水池遮水工事
･貯水池対策（３工区）工事（友岡建設･雄城JV） 8月13日（土）～8月16日（火）
･貯水池対策（７工区）工事（鎧南） 8月12日（金）～8月16日（火）

続き、７工区の工事もスタートしました。

貯水池対策工事（１工区）で行っておりました発破作業ですが、８月末には終了予

定です。今後も、貯水池対策工事では、重機を増やし掘削工事を継続していきます。

また、構造物に関しては、生コン車による場内への生コンの搬入があります。残土

処理場工事では、掘削残土の受け入れが引き続きあります。

今後工事の進捗に伴い、資機材搬入車両が増えてきますが、交通安全には十分

（全体打設量２２万m ）
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･貯水池対策（７工区）工事（鎧南） 8月12日（金）～8月16日（火）
･残土処理場（D地区）工事（久住産業） 8月13日（土）～8月15日（月）
･残土処理場（I･J地区）工事（鎧南） 8月12日（金）～8月16日（火）

･取水放流設置工事（三井･臼杵JV） 8月13日（土）～8月17日（水）
･原石山法面保護工事（小代築炉工業） 8月12日（金）～8月16日（火）

お知らせ

熱中症とは

・原石山の発破は、毎日１２：００と１７：００の２回行っています（土日は行いません）。
退避のご協力をお願いします。

＊現場見学をご希望の際は、当企業体か竹田ダム建設事務所にご気軽にご連絡下さい。

・貯水池遮水工事の発破作業は、８月１日の週より再開し、８月中には終了予定です。
ご協力をお願いいたします。

貯水池対策工事貯水池対策工事

熱中症とは
真夏になると、救急車で運ばれる人が急増する熱中症。皆さんもテレビ等でよくお耳にされ

ると思いますが、熱中症とは、何かご存知ですか？（昔は、日射病や熱射病、暑気あたりなど
とも言われていました）

熱中症とは、体の中と外の“あつさ”によって引き起こされる、様々な体の不調のことです。
また、重症の場合は、命を落とすこともあります。症状のレベルには、３段階に分かれていま
す。以下に症状レベルを記載します。

軽症（Ⅰ度） ふくらはぎがけいれんする（こむらがえり）。立ちくらみがする。
中等症（Ⅱ度） ひどくからだがだるい（強い疲労感）。めまいがしたり、頭痛がする。

吐き気がしたり,実際に嘔吐する。急に下痢が始まる。
重症（Ⅲ度） わけのわからないことを話し始める。大声を上げるなど興奮状態になる。

運動中に急にふらつく。意識を失って倒れる。高熱。

熱中症の一番の怖さは、症状が悪化するスピードが非常に速いという点です。何よりも重
要なのは、症状に早く気づくことです。我々も十分に熱中症対策を行って作業を進めておりま

貯水池対策工事（１工区）

構造物生コン打設状況
貯水池対策工事（７工区）

伐採完了状況
残土処理場工事（巣原地区）

掘削残土処理状況要なのは、症状に早く気づくことです。我々も十分に熱中症対策を行って作業を進めておりま
す、地元周辺の皆様も十分に気を付けてください。


